
 

  

明
治
文
庫
に
か
か
わ
り
の
深
い
瀨
木
博
尚

氏
の
ご
子
孫
瀨
木
博
文
氏
代
表
の
博
政
会
よ

り
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
用
の
デ
ジ
タ
ル
フ
ィ

ル
ム
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
年
度
初
め
に
ご
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
古
い
マ
イ
ク

ロ
リ
ー
ダ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
部
品
の
製
造
が
中
止
と
な
り
、
修
理

が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

新
し
い
ス
キ
ャ
ナ
ー
は
Ｐ
Ｃ
側
の
操
作
で 

第
一
号 

平
成
二
十
九
年
二
月
十
一
日
（
土
） 

明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
（
以
下
明
治
文
庫
）

に
長
く
勤
務
し
た
西
田
長
寿
が
初
代
事
務

主
任
宮
武
外
骨
か
ら
聞
い
た
開
設
日
は
昭

和
二
年
二
月
十
一
日
だ
そ
う
で
す
。 

 

当
初
は
第
一
高
等
学
校
（
現
・
東
京
大
学

農
学
部
）
に
間
借
り
し
業
務
を
行
い
、
昭
和

四
年
に
史
料
編
纂
所
地
階
に
移
転
し
ま
し

た
。
こ
の
場
所
は
古
在
由
直
総
長
が
決
め
た

そ
う
で
す
。
外
骨
は
、
地
下
で
あ
る
こ
と
が

気
に
入
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
火
災
に

も
安
全
、
何
百
ト
ン
も
の
重
さ
に
な
る
資
料

に
も
び
く
と
も
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
聞

き
納
得
し
、
古
在
総
長
を
称
え
た
と
い
う
こ

と
で
す
。 

 

以
来
、
明
治
文
庫
は
こ
の
場
所
で
、
多
く

の
方
々
の
ご
支
援
を
得
な
が
ら
、
資
料
を
収

集
し
、
利
用
に
供
し
て
い
ま
す
。
年
間
千
名

を
超
え
る
利
用
者
が
国
内
外
か
ら
訪
れ
ま

す
。
現
在
の
、
そ
し
て
未
来
の
利
用
者
に
資

料
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
資
料
の
保
存
に
も

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

明
治
文
庫
の
取
り
組
み
を
ニ
ュ
ー
ズ
レ

タ
ー
の
形
で
、
ご
支
援
く
だ
さ
る
皆
様
に
ご

報
告
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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（一）       明治新聞雑誌文庫ニューズレター     第一号            平成二十九年二月十一日 土曜日 

フ
ィ
ル
ム
ス
キ
ャ
ナ
ー
導
入 

拡
大
や
画
質
の
補
正
が
で
き
る
な
ど
非
常
に

見
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
必
要
な
部
分

だ
け
を
印
刷
す
る
こ
と
も
で
き
、
学
内
外
の
利

用
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。 

中
性
紙
保
存
箱
作
製
中 

所
蔵
資
料
の
破
損
や
劣
化
を
少
な
く
す
る

た
め
に
、
中
性
紙
の
保
存
箱
を
作
製
し
て
い
ま

す
。
資
料
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
る
た
め
、
保
存

容
器
は
す
べ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
す
。 

二
〇
一
六
年
十
一
月
二
十
五
日
、
二
十
八

日
、
十
二
月
五
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
専
門

業
者
三
名
が
約
七
三
〇
箱
分
の
資
料
を
計
測

し
ま
し
た
。
一
人
が
書
架
か
ら
資
料
を
出
し
、

一
人
が
縦
・
横
・
厚
み
を
計
り
、
一
人
が
Ｐ
Ｃ

に
入
力
す
る
と
い
う
分
業
で
し
た
が
、
狭
い
書

庫
内
で
の
作
業
は
と
て
も
大
変
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。 

平
成
二
十
八
年
度
は
、
約
二
一
〇
箱
分
を
作

製
し
、
千
冊
以
上
の
資
料
を
保
存
箱
に
収
納
す

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
収
納
の
際
に
は
資
料
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
の
で
、
き
れ
い
な

状
態
で
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
収
納
作
業
は
三
月

に
行
う
予
定
で
す
。
き
れ
い
に
収
納
さ
れ
た
資

料
と
保
存
箱
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
ご
報
告
し

ま
す
。 

外
骨
関
係
家
具
修
理 

明
治
文
庫
の
書
庫
の
奥
に
外
骨
書
函
と
い
う

木
製
の
書
棚
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
年
の
竣
工
と

当
時
に
こ
の
場
所
に
据
え
付
け
ら
れ
た
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
約
九
十
年
が
経
ち
、
傷
み
や
ガ
タ

ツ
キ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

他
に
、
外
骨
が
来
客
の
応
対
に
使
っ
た
と
思
わ

れ
る
丸
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
三
脚
が
文
庫
内
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
丸
テ
ー
ブ
ル
は
使
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
椅
子
は
座
れ
な
い
状
態
で
し
た
。 

昭
和
初
期
の
木
家
具
は
、
修
理
で
き
る
職
人
さ

ん
が
少
な
い
と
の
こ
と
で
難
し
い
そ
う
で
す
が
、

今
回
、
高
山
市
の
家
具
メ
ー
カ
ー
が
修
理
を
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
十
月
六
日
に
搬
出
し
、
飛
騨
高
山
で
解
体

修
理
中
で
す
。
三
月
に
文
庫
に
戻
っ
て
く
る
予
定

で
す
。 

年二回発行 

明
治
文
庫
、
開
設
九
〇
年 

新
た
に
導
入
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
ス
キ
ャ
ナ
ー 



 

▲修理後保存箱に収納された『濃飛』 
（画像提供：資料保存器材） 

 

（二）       明治新聞雑誌文庫ニューズレター     第一号            平成二十九年二月十一日 土曜日 

新
聞
資
料
の
補
修
～
『濃
飛
』 

ペ
ー
ジ
が
大
き
く
破
損
し
て
い
た
た
め
、
製

本
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
解
体
し
て
一
枚
ず
つ

広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
破
損
し
た
部

分
は
極
薄
の
和
紙
で
補
修
を
し
、
専
用
の
保
存

箱
に
収
納
し
ま
し
た
。 

製
本
を
す
る
と
資
料
が
散
逸
す
る
の
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
明
治
文
庫
の
新
聞
資

料
は
そ
の
多
く
が
製
本
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
で
、
綴
じ
た
部
分
の
情
報
が
隠
れ
て
し

ま
っ
た
り
、
表
紙
や
見
返
し
に
糊
で
貼
ら
れ
た

部
分
か
ら
破
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

時
代
に
よ
っ
て
最
適
な
保
存
方
法
は
変
わ

り
ま
す
。
現
在
、
明
治
文
庫
で
は
解
体
し
た
新

聞
資
料
は
再
製
本
を
行
わ
ず
に
、
解
体
し
た
状

態
―
元
の
状
態
―
で
保
存
箱
に
収
納
し
て
い

ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
大
型
の
バ
イ
ン
ダ
ー
に
綴
じ
ら

れ
て
い
た
新
聞
資
料
『
め
さ
ま
し
新
聞
』
の
一

部
を
、
保
存
箱
に
収
納
す
る
よ
う
保
存
箱
を
作

製
中
で
す
。 

▶
発
見
さ
れ
た
ロ
シ
ア
語
新
聞 

「Н
О
В
О
Е

 В
Р
Е
М
Я

」 
(

ノ
ー
ヴ
ォ
エ
・
ブ
レ
ー
ミ
ヤ) 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
資
料
紹
介 

平
成
二
十
八
年
十
一
月
三
日
、
近
代
日
本
法

政
史
料
セ
ン
タ
ー
原
資
料
部
所
蔵
の
「
我
妻
栄

関
係
文
書
」
が
「
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ォ
ッ
チ
９
」
で

憲
法
問
題
研
究
会
の
議
論
を
記
録
し
た
資
料

と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
十
二
月
二
十
一
日
に
文
庫
所
蔵
資
料

と
書
庫
内
部
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト

リ
ー
～
北
野
武
～
」
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
資

料
は
『
別
世
界
』
と
い
う
雑
誌
で
、
北
野
さ
ん

の
祖
母
に
係
る
重
要
な
も
の
で
し
た
。 

 

ロ
シ
ア
語
新
聞
の
発
見 

昨
年
度
よ
り
ジ
ュ
ニ
ア
Ｔ
Ａ
（
法
学
部
生
）

が
新
聞
資
料
の
所
蔵
調
査
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
調
査
で
未
整
理
の
ロ
シ
ア
語
新
聞 

マ
イ
ク
ロ
再
撮
影 

明
治
文
庫
で
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
あ

る
資
料
は
、
原
紙
保
護
の
た
め
、
フ
ィ
ル
ム
で

の
利
用
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
著
し
い
劣
化
の
た

め
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

あ
ま
り
に
も
劣
化
し
た
フ
ィ
ル
ム
は
複
製

を
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
原
紙
を
再
度
撮
影
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

今
回
『
日
刊
人
民
』
と
い
う
新
聞
の
一
部
を

再
撮
影
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
製
本
さ
れ
て

い
る
た
め
、
専
門
業
者
が
解
体
し
、
撮
影
業
者

に
引
き
渡
し
ま
す
。
撮
影
が
終
わ
っ
た
ら
、
保

存
箱
に
収
納
し
ま
す
。
現
在
、
解
体
作
業
が
終

わ
り
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

一
八
七
〇
年
代
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

で
数
万
部
以
上
を
発
行
し
た
ロ
シ
ア
語
新
聞

で
す
。
多
く
の
美
し
い
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
も
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

整
理
し
ま
し
た
の
で
利
用
で
き
ま
す
。 

耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て 

現
在
、
学
内
の
建
物
耐
震
改
修
工
事

が
進
ん
で
い
ま
す
。
史
料
編
纂
所
と
明

治
文
庫
の
区
画
に
つ
い
て
も
工
事
が
予

定
さ
れ
、
平
成
三
十
年
夏
ご
ろ
か
ら
着

工
と
な
る
見
込
み
で
す
。
工
事
に
あ
た

っ
て
は
、
資
料
を
退
避
さ
せ
、
事
務
室

も
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
移
転

か
ら
再
開
準
備
ま
で
お
よ
そ
一
年
余
り

を
休
室
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

※
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
が
わ
か
り
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

感
謝
の
色
紙 

～
ゼ
ミ
生
か
ら 

今
年
度
の
法
学
部
Ａ
セ
メ
ス
タ
ー
の
五
百

旗
頭
薫
教
授
の
日
本
政
治
外
交
史
演
習
に
て
、 

明
治
文
庫
を
活
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
週
の

よ
う
に
学
生
が
明
治
期
の
新
聞
を
熱
心
に
調

べ
に
来
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
初
め
て
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
を
見
た
り
、
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ャ
ナ

ー
を
使
っ
た
り
し
た
と
い
う
学
生
も
授
業
が

終
わ
る
十
二
月
に
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
扱
っ
て
い
ま
し
た
。 

授
業
終
了
後
に
ゼ
ミ
生
の
皆
さ
ん
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
色
紙
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

明治新聞雑誌文庫商品開発 

赤
門
の
隣
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
東
大
グ
ッ
ズ
を
販

売
し
て
い
ま
す
。
四
月
か
ら
、
左
記
の

明
治
文
庫
の
グ
ッ
ズ
三
点
が
加
わ
る
予

定
で
す
。 

・
自
立
す
る
う
ち
わ 

・
超
撥
水
風
呂
敷 

・
蛇
腹
便
箋
レ
タ
ー
セ
ッ
ト 

そ
れ
ぞ
れ
明
治
文
庫
所
蔵
資
料
や
蔵

書
印
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン

で
、
大
学
本
部
社
会
連
携
部
と
協
働
し
、

鋭
意
作
製
中
で
す
。 

な
お
明
治
文
庫
グ
ッ
ズ
の
売
り
上
げ

の
一
部
は
所
蔵
資
料
の
保
存
の
た
め
に

使
わ
れ
ま
す
。 

思
い
も
よ
ら
ぬ
贈
り

物
に
職
員
一
同
、
大
感

激
。
こ
れ
か
ら
も
利
用

者
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ

う
と
あ
ら
た
め
て
思
っ

た
う
れ
し
い
出
来
事
で

し
た
。 

耐震改修工事について 


